
小笠原見聞記（2） 

     2019 年 7月 17日池内淑皓 

 

 

 7 月 5 日（金）今日は一日バイクを借りて、島の中を探検する。観光する場所が少 

ないから、太平洋戦争の爪痕を中心に歩いてみよう。 

        最終日 7月 16 日は父島の秘境、天然記念物に指定された隣の「南島」を訪れる。 

 

 

「無人島発見の碑」文面には、「小笠原氏部小輔貞頼」東京都知事 鈴木俊一書 

          （歴史的に見ると、天正 20年（1593）小笠原貞頼の発見は信用性が低いと云う。 

            寛文十年（1670）長右衛門ら 7人の「紀州みかん船」が母島に漂着し、下田奉行 

に報告したのが日本人初めての発見とされる） 

 

 

「小笠原新治の碑」小笠原諸島が日本の領土である事を示す碑。 

        文久元年（1861）幕府はジョン万次郎を航海長として、90名で咸臨丸に乗り、品川 

        湊から出船、半月かけて父島に到着する。 

               明治９年国際的に日本の領土として認められ、内務省所管として移民を送った。 

 



 

「乗組員達のお墓」咸臨丸で小笠原に派遣して死亡した乗組員達の墓と、 

元文年間（1735）ここに漂着して他界した人たちの墓 

 

「国立天文台・小笠原観測局」直径 20ｍの電波望遠鏡が、遠く銀河から届く電波 

         を探っている 

 

 

            島内を巡回するバスは、ここ小港海岸が東京都最南端のバス停だと記す。 

            バスは 7時から一時間に一本走っている。 
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夜明道路から見た二見港と大村地区全景 

 

 

旭平から見た太平洋東側。 

           小笠原は世界自然遺産が売りだから群青の海と、抜けるような空の青が資源だ。 

 

 

旭平から見た兄島方向 

           1972 年小笠原群島は国立公園に指定され、2011 年世界自然遺産に登録された。  



 

         父島最高峰の中央山、360 度太平洋が見渡せる、遠方の港は大村海岸。この島は他の 

大地と一度も繋がった事が無く猛禽類、爬虫類がいない。明治時代食糧として持ち込ま 

れた「やぎ」が大繁殖して問題となっている。また「ねずみ」も繁殖中。 

 

 

「中山峠」小港海岸から歩いて 20分、ブタ海岸に行く途中にある眺望絶佳の場所 

           眼下の海岸は、小港海岸 

 

          ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 太平洋戦争の爪痕を見てみよう ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 
「油庫」主として機械油を貯蔵していたと説明にある      



          太平洋戦争では小笠原も本土防衛の拠点とされたが、硫黄島は広い砂浜と平地 

          があっため（飛行場が出来る）、硫黄島に防衛拠点が移された。 

  

 油が入っていたのだろう、一斗缶（石油缶）が散らばっていた 70年も前の話だ  

 

 

「砲座跡」ウエザーステーションに行く途中にある。 

            全長 7ｍ、射程距離 20ｋｍの 15センチ カノン砲が二座据えられていた  

 

 

「首のない二宮尊徳像」夜明山辺りは海軍の通信基地があって、軍が大村小学校に 

          あった尊徳像をここに持ち込んだ。戦後米軍兵士が首を折って持ち帰ったと言う。 



 

塹壕 
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「四一式山砲」分解組み立て式の山砲。 山中塹壕の中にあった 

 

 

終戦を迎えると島は米軍の統治下に置かれ、欧米系の島民のみ帰島が許された。 

 

           ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 南島を訪ねる ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

         父島二見港からスピードボードで 20分、南北 1.5ｋｍ、東西 400ｍの小さな無人島 

であるが、貴重な生態系が残り、南島が 2008 年国の天然記念物に指定された。 

     

 



島へ行くには、認定を受けた自然ガイドの同行が必須で、一団体 15名、 

           乗船時には靴を洗い、何も持ち込んではならない  

 

 

南島は父島から南西に約 1ｋｍの距離にある、海と空の青さに感動する 

 

 

波のうねりを見計らって上陸、海の状況によっては上陸禁止も出る 

 

定められた石敷きの道をガイドの誘導によって歩く 花は「グンバイヒルガオ」  



 

 散策路の傍らに「カツオドリ」が卵を抱いていた 

 

 

「扇池」この島の目玉。砂は珊瑚の粉で出来ている、素足で踏んでも熱くない 

 

 

 丘の頂上から見た扇池 
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少しなら海に入っても良い、との許可を貰って潜ってみる 

 

 

1,000～２,000 前に絶滅した「ヒロベソカタマイマイ」の半化石化したもの。 

 

 

            対岸にある父島の千寿岩（ハートロック）。正面のハート型の岩 



 

 

 

 

 帰り道にはイルカ達が見送りに来てくれた 

 

 

いつまでも船の周りを遊弋している 



 

７月６日、束の間の６日間が過ぎる、船は一航海が 6日間だ、名残惜しいけど本土に帰る 

  

 

 島でかかわった人達は、等しく見送りに来てくれる。言葉は「かえって来いよ！」 

 

 
ダイビングをして楽しんだ船たちも、海から見送りに来てくれた。 



 
おがさわら丸が速度を上げると、少しずつ離されてゆく、それでも彼らは必死でついてくる 

 

 
18：30 太陽が太平洋に沈めば、私の旅も終わりに近づいた。 

                   

                          完 

 


